
広島大学・国際協力研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

基盤研究(B)（海外学術調査）

2018～2015

社会的なものの再編とリスクの統治―フィリピンの脆弱性とレジリエンスの民族誌から

Reconfiguration of "the Social" and Emerging Mode of Governing the Risks

３０３４６５３０研究者番号：

関　恒樹（Seki, Koki）

研究期間：

１５Ｈ０５１７１

年 月 日現在  元   ６ ２０

円    13,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、形式的で匿名的、かつ非人称的な連帯のための思想と制度として捉えられ
る、「社会的なもの」が、非西欧世界、あるいは今日のグローバルサウスの具体的な地域社会において、いかな
る形で現出しているのかを文化人類学的に検討した。本研究では、フィリピンを対象として、「社会的なもの」
が、インフォーマルかつ親密なつながりと接続し、相互浸透しつつ、不確実性に対処するためのリソースとして
機能している事例を分析した。それによって「社会的なもの」の再想像／創造のための基礎的作業を行った。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the current reconfiguration of “the social,” a 
collectivity and connectedness that supposedly ensures a sense of security in life among people, 
which emerges in interactions with the contemporary neoliberal governmentality and ensuing precarity
 experienced by the urban residents in the Philippines. It further discussed that such 
reconfiguration can be clearly observed in the process of decentralization and liberalization since 
the early 1990s of the Philippines. Focusing on the ethnographies of precarity which defines the 
various localities of the Philippines, the study examines various cases which indicate the 
complicacy of the emergent social which, on one hand, works to expand the solidarity among the poor 
but, on the other hand, advances the neoliberal logic of resilience, self-reliance, and 
entrepreneurial citizenry.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
科学技術、国家、完全雇用、家族など我々が確実で安全と信じてきた近代の諸制度の綻びが明らかになり、同時
にそれら諸制度によっては保障しきれないリスクと不確実性が、日常生活に広範かつ根深く浸透する現代におい
て、「社会的なもの」がいかなる変容を経験しつつあるか、また、その潜在性、可能性を具体的な地域社会の事
例から捉える本研究は、広く社会的意義を有すると考えられる。特に、公的な社会保障の諸制度が整っていない
フィリピン社会において、インフォーマルな社会性と相互性が、新たな公共性を喚起しつつ、人々の生の不確実
性を低減する諸事例を論じる本研究は、先進国をも含めた今日の世界にとって多くの示唆を含むものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 1970年代末以降の欧米における福祉国家体制の衰退の過程で、国民という集合的アイデンテ
ィティと連帯に基づいた、リスクに対する集合的保障の仕組みとしての「社会的なもの」が大
きな変容の中にあるということは、今日の人文社会諸科学の共通了解であるといえよう（たと
えばカステル, R. (2012) 『社会問題の変容－賃金労働者の年代記』）。特に、近年のグローバル
化とネオリベラリズムの浸透は、リスクの細分化と個人化をもたらし、それに対処する「社会
的なもの」の編成は、従来の国家による規制や介入よりも、むしろ自律的な市民や生産的で活
発なコミュニティに「委託」される傾向が論じられている（Rose, N.(1999), Powers of Freedom: 
Reframing Political Thought; Muehlebach, A.(2012), The Moral Neoliberal: Welfare and 
Citizenship in Italy）。このようなポスト福祉国家の動態に関する議論が、欧米の経験を中心に
展開されてきたのに対し、近年では、安定した近代的福祉国家体制を経験しないまま「超低出
生率社会」へ突入しつつある東アジアのいわゆる「圧縮された近代」に注目しつつ、欧米近代
の枠組みでは捉えきれない親密圏と公共圏の再編の中に、今日の「社会的なもの」の変容を論
じる研究もある（落合恵美子編 (2013)『親密圏と公共圏の再編成－アジア近代からの問い』）。
それに対し本研究では、これらの文脈では論じきれないフィリピンに注目する。 
フィリピンを事例として「社会的なもの」の再編を考える場合、ポスト開発独裁の文脈が重要
になる。なぜなら 1970年代から 1980年代におけるマルコス大統領時の開発独裁期こそ、フィ
リピンにおいて「社会的なもの」がもっとも包括的かつ可視的に展開されたからである。この
時期、「新しい社会」を標語にマルコス政権は都市計画、社会住宅の供給、インフラや社会サー
ビスの供与、そして社会秩序を維持するための人々の規律化などを強力な国家による介入によ
って進めた。一転し 1980年代後半以降の民主化の過程では、NGOなどの市民社会や民間セク
ターなどの非国家的アクターに、「社会的なもの」の活発な構成員の役割が期待された。さらに
1990年代には「エンパワメント」や「能力付与 enablement」がガバナンスのキーワードとな
り、リスクの統治は自律、生産性、自助などの価値を内面化した市民やコミュニティの活性化
によって達成されるとされた。フィリピンの事例が示唆するのは、社会開発やリスクの統治に
動員されるこのようなネオリベラリズムの論理が、一見それとは反対の論理に基づく社会福祉、
再分配、国家による計画、あるいは家族など親密圏への国家による介入と管理などと密接に絡
み合いつつ進展する様態である。そこで本研究が焦点をあてるのは、このようないわばネオリ
ベラルなリスク統治の論理が、安定した福祉国家を経験した欧米や一部のアジア諸国とは異な
る文脈、特に「弱い国家」、社会階層間の格差と分断、そしてインフォーマルな政治経済制度な
どが卓越するフィリピンにおいて展開されるとき、コミュニティの日常世界においてどのよう
な矛盾、ジレンマ、予期せぬ結果が生じ、それが人々の間にいかなる包摂と排除、あるいは脆
弱性とレジリエンスをもたらしているのか、このような局面である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、現代世界における「社会的なもの」の再編とリスク統治の今日的あり様を、フィリ
ピンにおける脆弱性とレジリエンスの民族誌（エスノグラフィー）に基づいて明らかにするこ
とを目的とする。「社会的なもの」とは、現代世界に内包されるさまざまなリスク（例えば貧困、
失業、雇用の不安定性、病、老い、紛争、災害など）に対処し、「飼い馴らす」ための仕組みで
あり、家族、コミュニティ、市場、市民社会、そして自治体や国家など諸制度の編成体である
と本研究では捉える。本研究が試みるのは、しばしば「弱い国家」と公的制度の脆弱性によっ
て性格付けられると論じられてきたフィリピンの事例が、国家による公的制度、あるいは公助
によるリスクの包摂が一層困難になりつつある今日の世界において、「社会的なもの」を再想像
／創造する上で、大いに有効な示唆を与え得ることを示すことである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者を含む 6人の研究分担者と 3人の海外共同研究者により、4ヵ年計画で
進められる。初年度は、共同研究のフレームワークのさらなる精緻化とリサーチクエスチョン
のさらなる明確化のために、研究分担者による会議を 1 回、海外共同研究者を含めた会議を 1
回開催する。そしてフィリピンにおける予備的フィールドワーク（3 週間ほど）を各メンバー
が実施する。2 年目は、フィリピンにおける集約的フィールドワーク（１ヶ月前後）を行う。
その上で、民族誌データの共有を目的に、初年度同様 2 回の会議を開催する。3 年目は、フィ
リピンにおける補足調査（3 週間から１ヶ月前後）を行う。そして、データの最終的な集約の
ために 2回の会議を開催する。最終年度は、研究成果を国内外の主要学会で発表し、それに基
づき成果を出版する。 
 
４．研究成果 
関は、マニラにおけるジェントリフィケーションと社会化住宅の事例から、民主化期の社会性
の特徴と統治性について成果をまとめた。日下は、レイテ島における台風災害後の生計基盤の
変化が、いかに麻薬ビジネスの蔓延と、麻薬常習者に対する排他的な態度が強まったのかにつ
いて成果をまとめた。東は、ボラカイ島の観光において見られる社会的なものの二面性につい
て、特に、大統領の介入により閉鎖へと向かう経緯、および再開後の規則や人々の意識の変化
から、新たな「社会的なもの」の現れとその二面性について論考をまとめた。辰巳は、西サハ



ラの国家建設とフィリピン・ムスリムの自治地域建設との比較研究の成果をまとめた。長坂は、
フィリピン北部のイロコス地方農村において、マイクロクレジットの浸透、国家の支援による
たばこ農家栽培における契約の論理の浸透などのなかで、頼母子講が生成し、活況を呈するな
ど、村落社会における社会的なものの再編状況についての研究成果をまとめた。太田は、フィ
リピンの社会保障制度 SSS に関して現地で情報収集を行った。SSS が「社会的なもの」を担保
する制度としていかなる意義を有するのかについて成果をまとめた。これらの研究成果は、2018
年 11 月に開催された国際会議である Philippine Studies Conference in Japan にてパネルを
組織し、発表された。成果をまとめた英語論文集での刊行を予定している。 
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